
　平成27年第3回定例会は、8月28日～9月29日の33日間開催され、一般会計の補正予
算案及び平成26年度各会計の決算認定議案等が審議されました。主要な内容について
紹介します。

○ 現年公共土木施設災害復旧費 6,453万4千円
　梅雨前線豪雨により被災した公共土木施設について、その機能の回復を図り、市
民の安全と利便を確保する。

○ 現年農地等災害復旧事業 5,171万1千円
　梅雨前線豪雨により被災した農地や農業用施設等について、農林水産業の維持・
振興を図るため、農地等の速やかな復旧を行う。

○ 繰上償還元金【新規】 5億5,480万4千円
　平成26年度の決算に伴い、剰余金で地方債（市債）元金の繰上償還を実施。

○ キラリと光る雲仙産地支援事業 1,700万円
　平成26年度に策定した「雲仙市農林水産業振興計画」に掲げた振興目標の達成に
向け、特に農家の推進意欲が高い、経営コスト削減対策や農地利活用対策の推進を
図る。

○ 工場等設置奨励金支給事業 4,198万3千円
　 （㈱ミカド観光センター）
　雲仙市内に工場等を新設又は増設す
ることを奨励し、産業振興と雇用の増
大を図ることを目的に奨励金交付等の
奨励措置を行う。

平成27年度一般会計補正予算（第２号）

平成27年 第３回定例会の概要

（単位：千円）
奨励金名 合　計

施設設備奨励金 15,812
立地奨励金 2,221
雇用奨励金 3,950
地場産品加工奨励金 20,000

合　　計 41,983
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　平成26年度の一般会計及び特別会計を合わせた決算額は歳入総額403億9,536万2千
円、歳出総額390億9,632万9千円となり、前年度の決算額に対し、歳入では1.2％の増、
歳出では1.5％の増となった。
　歳入総額から、歳出総額を差し引いた歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越す財源をさ
らに差し引いた実質収支額は12億1,254万円で、前年度に対し、6.9％の減となった。

（単位：千円）

会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出
差　　引

翌年度へ
繰越すべき
財 源

実質収支額

一　般　会　計 30,101,462 28,975,769 1,125,693 86,493 1,039,200

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 7,624,783 7,497,980 126,803 0 126,803

後期高齢者医療特別会計 480,495 479,992 503 0 503

簡易水道事業特別会計 919,740 892,794 26,946 0 26,946

下水道事業特別会計 1,084,116 1,068,768 15,348 0 15,348

国民宿舎事業特別会計 172,888 169,197 3,691 0 3,691

温泉浴場事業特別会計 11,878 11,829 49 0 49

小　　計 10,293,900 10,120,560 173,340 0 173,340

平成26年度総額 40,395,362 39,096,329 1,299,033 86,493 1,212,540

平成25年度総額 39,910,416 38,525,810 1,384,606 82,798 1,301,808

増　減　率（％） 1.2 1.5 △6.2 4.5 △6.9

※各会計の歳入・歳出決算額は実質収支に関する調書より記載。

平成26年度雲仙市決算の概要
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歳入
301億146万円

歳出
289億7577万円

自主
財
源

依
存財 源

20.5％
61億5778万円

79.5％
239億4369万円

46.7％
135億985万円

37.0％
107億3936万円

16.3％
47億2656万円

市税 12.6％
37億8259万円

分担金及び負担金 1.0％
3億474万円
使用料及び手数料 0.9％
2億6949万円

繰入金・繰越金・その他
6.0％ 18億95万円

地方交付税 44.6％
134億2714万円

国庫支出金 12.4％
37億1472万円

県支出金 11.1％
33億4908万円

市債 8.8％
26億5080万円

その他2.6％
（各種交付金・地方譲与税）
8億194万円

義
務
的
経
費

投資的
経費

その
他
の
経
費

扶助費 20.2％
58億4331万円

人件費 12.8％
37億134万円

公債費 13.7％
39億6520万円普通建設事業費 16.0％

46億3580万円
災害復旧費

0.3％
9076万円

その他 6.2％
（維持補修費・積立金など）

18億943万円

補助費等 12.5％
36億3746万円

物件費 8.1％
23億4247万円

繰出金 10.2％
29億5000万円

 

※端数は一部繰り上げています。

決算内訳

決算を年間収支500万円の家庭に置きかえてみると

収入

給　料（市税） 63万円

パート収入（使用料・手数料など） 5万円

親からの援助（交付税・国県支出金） 341万円

預金の取り崩し（繰入金）・預金利子（財産収入） 30万円

銀行からの借入（市債） 44万円

その他 17万円

合　計 500万円

食　費（人件費） 64万円

光熱費など（物件費・補助費） 104万円

医療費（扶助費） 101万円

借金の返済（公債費） 69万円

家の増改築など（建設事業費など） 80万円

子どもへの仕送り（他会計への繰出金） 51万円

その他 31万円

合　計 500万円

支出

【決算規模及び収支】
　平成26年度の一般会計における決算は、歳入総額301億146万2千円、歳出総額
289億7,576万9千円となっており、前年度と比較すると、歳入は4億4,819万9千
円（1.5％）の増、歳出は4億5,678万円（1.6％）の増となった。

一般会計（概要）
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賛　　否　　表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
結　
　
果

表
決
数

渡
辺　
勝
美

中
村　
好
治

佐
藤　
義
隆

林
田　
哲
幸

坂
本　
弘
樹

酒
井　
恭
二

平
野　
利
和

浦
川　
康
二

大
久
保
信
一

深
堀　
善
彰

上
田　
　
篤

町
田　
康
則

松
尾　
文
昭

森
山　
繁
一

前
川　
　
治

小
畑　
吉
時

元
村　
康
一

井
上　
武
久

小
田　
孝
明

町
田　
　
誠

雲仙市行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の制定について

可決 19：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雲仙市個人情報保護条例の一部を改正
する条例について 可決 19：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度雲仙市一般会計補正予算

（第2号）案について 可決 17：3 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度雲仙市一般会計歳入歳出
決算認定について 認定 15：5 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度雲仙市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について 認定 19：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度雲仙市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について 認定 19：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安全保障関連法案の審議に当り慎重な
取り扱いを求める請願書 不採択 1：19 ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○賛成　　●反対

討 論
　雲仙ゴルフ場は雲仙地区や市にとって経済
面・観光面で重要な施設であり、無くなること
は大きな損失となる。
　しかし、雲仙ゴルフ場（株）は赤字経営が続き、
債務超過と資金枯渇の恐れがあり、市は株主総
会で経営改善を提案したが、改善計画の報告も
ない。
　ゴルフ場経営健全化に向けて、経営の詳しい
調査・解明を弁護士・公認会計士に依頼する予
算60万2千円に賛成する。� 【小田 孝明 議員】

　雲仙ゴルフ場の経営改善のために弁
護士を使い調査をするための費用とさ
れているが、ほかの株主に対して応分
の負担を求めもせず、市の顧問弁護士
からは「この業務は弁護士の仕事では
ない」とまで言われている。委員会で
の答弁では詳しい理由が説明されな
かった。
　以上のような理由で原案に反対す
る。� 【林田 哲幸 議員】

◆平成27年度雲仙市一般会計補正予算（第2号）案

　予備費は、当初予算において2,000万
円の計上が承認され、その充用について
は行政執行の効率の観点から、地方公共
団体の長の責任において行うこととさ
れている。
　観光費への充用については、11月に
開催される株主総会において、経営改善
の問題提起のための調査費であり、一定
の期間を要することから、9月議会での
補正予算対応ができないと判断したか
らで問題はない。� 【坂本 弘樹 議員】

　雲仙ゴルフ場問題に取り組む姿勢に真剣さ
が感じられない。アンテナショップ運営事業
の撤退はもっと早くできたはず。諫早湾干拓
事業の潮受け堤防開門調査は必要だ。住宅リ
フォーム助成額の引き下げ（15万円から10万
円）は納得できない。� 【上田  篤 議員】

　予備費から観光総務事務費の委託料に弁護
士費用として充用されているが、予備費から
の充用は一般的に緊急かつやむをえない場合
だと思う。市が調査を始めたのは25年度から
であり、緊急性がない。� 【林田 哲幸 議員】

◆平成26年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定

可  決

認  定

賛　成 反　対
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意見書を国へ送付しました

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費
国庫負担制度２分の１の復元を求める意見書

　義務教育は憲法の「教育の機会均等」と「義務教育無償の原則」に基づいて、子ども
たち一人ひとりに国民として必要な基礎的資質を培い、日本の未来を担う子どもたちを
心豊かに育てる使命を負っています。豊かな教育の保障は国の社会基盤形成の根幹であ
り、義務教育の全国水準の維持向上や機会均等の確保は国の責務でもあります。
　日本はＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生
徒数が多くなっています。一人ひとりの子どもに丁寧な対応を行うためには、１クラス
の学級規模を引き下げる必要があります。文部科学省が実施した「今後の学級編制及び
教職員定数に関する国民からの意見募集」では、約６割が「小中学校の望ましい学級規
模」として、26人～30人を挙げています。このように、保護者も30人以下学級を望ん
でいることは明らかです。
　社会状況等の変化により学校は、一人ひとりの子どもに対するきめ細かな対応が必要
となっています。また、新しい学習指導要領が本格的に始まり、授業時数や指導内容が
増加しています。日本語指導などを必要とする子どもたちや障害のある子どもたちへの
対応等も課題となっています。いじめ、不登校等生徒指導の課題も深刻化しています。
こうしたことの解決にむけて、計画的な定数改善が必要です。
　子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受けられること
が憲法上の要請です。しかし、教育予算について、ＧＤＰに占める教育費の割合は、
ＯＥＣＤ加盟34カ国の中で日本は最下位となっています。また、三位一体改革により、
義務教育費国庫負担制度の負担割合は２分の１から３分の１に引き下げられ、自治体財
政を圧迫するとともに、非正規雇用者の増大などにみられるように教育条件格差も生じ
ています。
　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちへの教育は極めて重要です。子
どもや若者の学びを切れ目なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業の拡大につなげ
る必要があります。
　よって、国におかれては、教育の機会均等と水準維持向上をはかるため、少人数学級
の推進と義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１に復元することを含め、その
趣旨を生かした教育予算の充実を図られるよう強く要望します。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成27年９月29日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県雲仙市議会　　　

　内閣総理大臣　　安倍　晋三　様
　総務大臣　　　　高市　早苗　様
　財務大臣　　　　麻生　太郎　様
　文部科学大臣　　下村　博文　様
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案第47号 動産の買入れについて 原案可決

議案第48号 雲仙市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定について 原案可決

議案第49号 雲仙市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第50号 雲仙市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第51号 平成２７年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案第52号 公有水面埋立地の用途変更に関する意見について 原案可決

議案第53号 宮ノ地辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決

議案第54号 平成２６年度雲仙市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決

認定第 1 号 平成２６年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 2 号 平成２６年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 3 号 平成２６年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 4 号 平成２６年度雲仙市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 5 号 平成２６年度雲仙市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 6 号 平成２６年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 7 号 平成２６年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 8 号 平成２６年度雲仙市水道事業会計決算認定について 認　定

請願第 4 号 安全保障関連法案の審議に当り慎重な取り扱いを求める請願書 不採択

請願第 5 号 少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元に係
る意見書採択要請の請願書 採　択

発議第 4 号 少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元を求
める意見書 原案可決

平成27年第３回雲仙市議会定例会 議決結果
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し
て
い
た
。

質
疑　
地
方
税
法
の
規
定
、
地
主
か

ら
の
申
告
、
役
所
の
関
係
者
と
の
協

議
に
よ
り
非
課
税
と
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
確
認
は
ど
の
よ

う
に
し
た
の
か
。

答
弁　
当
時
の
協
議
資
料
、
非
課
税

の
適
用
状
況
に
変
更
が
な
い
旨
の
報

告
書
に
よ
り
非
課
税
と
取
り
扱
っ
て

い
る
。

質
疑　
地
代
の
発
生
の
有
無
で
、
そ

の
土
地
に
対
す
る
税
措
置
が
変
わ
っ

て
く
る
。
実
際
、
地
代
が
発
生
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
く
。
市
の
税

行
政
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、
調

査
を
す
る
気
が
あ
る
の
か
。

答
弁　
今
回
そ
の
よ
う
な
事
実
を
発

見
し
て
い
る
。
地
代
と
し
て
、
顧
問

弁
護
士
に
相
談
し
な
が
ら
、
課
税
の

方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

意
見　
平
成
１８
年
の
協
議
時
に
、
地

代
の
発
生
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
信

頼
し
て
非
課
税
と
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
地
代
は
発
生
し
て
お
り
、
虚
偽

の
報
告
等
が
な
さ
れ
、
非
課
税
と
さ

れ
た
１０
年
間
、
市
は
損
害
を
被
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
市
民
が
受
け
る

利
益
に
被
害
が
生
じ
て
い
る
場
合

は
、
当
然
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
に
よ

り
告
発
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、住
民
訴
訟
な
ど
も
想
定
さ
れ
る
。

し
っ
か
り
検
討
さ
れ
て
、
や
っ
て
も

ら
い
た
い
。

要
請　
十
分
な
調
査
を
実
施
し
、
刑

事
訴
訟
法
の
規
定
に
当
た
る
場
合

は
、
相
応
の
対
応
を
す
る
こ
と
を
市

へ
要
請
す
る
。

　
次
の
と
お
り
、
意
見
を
付
す
こ
と

を
全
会
一
致
で
決
定
。

　
市
内
某
ゴ
ル
フ
場
の
固
定
資
産
税

が
非
課
税
措
置
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
疑
義
が
あ
る
た
め
、
十
分
な
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
。

意
見　
９
月
１９
日
に
参
議
院
に
お
い

て
も
可
決
さ
れ
て
い
る
。
衆
参
両
院

に
お
け
る
慎
重
審
議
の
結
果
、
可
決

さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
時
点
に
お
い

て
は
不
採
択
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断

す
る
。

◯
全
会
一
致
で
不
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

質
疑　
市
が
株
式
を
譲
渡
し
な
け
れ

ば
、
株
式
会
社
九
州
ガ
ス
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
小
浜
ガ
ス
株
式
会
社

を
買
い
取
ら
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　
小
浜
ガ
ス
株
式
会
社
が
単
独

で
事
業
継
続
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
存
続
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、

株
式
売
買
の
話
し
と
な
っ
た
。

・
宮
ノ
地
辺
地
（
瑞
穂
町
）

・
本
庁
舎
増
築
工
事

平
成
２６
年
度
雲
仙
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

安
全
保
障
関
連
法
案
の
審
議
に
当

り
慎
重
な
取
り
扱
い
を
求
め
る
請

願
書

小
浜
ガ
ス
株
式
会
社
の
株
式
譲
渡

現
地
調
査
を
実
施
（
計
2
箇
所
）

付　　託　　案　　件 審議結果

平成27年度一般会計補正予算（第２号）案　ほか５件 原案可決

平成２６年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定 認　定

安全保障関連法案の審議に当り慎重な取り扱いを求める請願書 不採択

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
６
件
、認
定
１

件
、不
採
択
１
件
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務

現地調査（増設庁舎）
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質
疑　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
費
の
体

育
協
会
補
助
金
の
内
訳
根
拠
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
県
民
体
育
大
会
参
加
選
手
相

当
数
の
3
9
4
名
に
体
育
協
会
が
定

め
て
い
る
宿
泊
費
補
助
額
の
4
千
円

を
か
け
て
算
出
し
た
。

質
疑　
給
食
費
保
護
者
負
担
金
の
滞

納
者
繰
越
分
に
つ
い
て
、
対
象
者
は

何
名
で
今
後
の
方
針
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
平
成
26
年
度
末
に
お
い
て
小

浜
町
で
30
名
、
南
串
山
町
で
5
名
の

合
計
35
名
が
残
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
不
納
欠
損
と
し
て
処
理
す
る
の
で

は
な
く
、
催
促
状
等
を
出
し
て
納
入

を
促
し
て
い
く
。

質
疑　

教
育
費
の
決
算
で
見
た
場

合
、
雲
仙
市
の
教
育
予
算
は
一
般
会

計
の
8.2
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
し
か
な

い
。
こ
れ
は
他
市
よ
り
も
低
い
数
字

で
あ
る
。
も
っ
と
予
算
を
か
け
な
い

と
充
実
し
た
教
育
は
出
来
な
い
と
思

う
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

教
育
予
算
の
割
合
は
市
に

よ
っ
て
様
々
で
あ
る
と
思
う
が
、
本

市
は
施
設
が
多
い
と
い
う
実
態
も
あ

り
、
安
全
で
安
心
な
施
設
を
利
用
し

て
頂
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
の

維
持
改
修
等
に
つ
い
て
は
、
強
く
要

求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
疑　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置

事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
小
学
校
で
は
こ
こ
数
年
、
不

登
校
児
童
の
数
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
担

任
に
話
せ
な
い
児
童
も
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
に
は
話
せ
る
こ
と
が
あ
り

児
童
の
安
心
感
に
繋
が
っ
て
い
る

し
、
学
校
に
お
い
て
も
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
か
ら
の
連
絡
で
情
報
の
共

有
を
図
り
、
早
い
段
階
で
子
ど
も
達

の
変
化
に
対
応
出
来
て
い
る
。
保
護

者
・
学
校
に
と
っ
て
も
非
常
に
効
果

の
高
い
事
業
で
あ
る
。

質
疑　

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

は
、
職
員
14
名
分
の
人
件
費
の
一
部

を
助
成
し
た
と
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
・
活

動
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁　
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
現
在
改
善
等
に
つ
い
て
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
社
会
福

祉
協
議
会
と
一
緒
に
な
っ
て
連
携
し

な
が
ら
見
直
し
等
に
つ
い
て
協
力

し
、
改
善
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
国
保
税
の
時
効
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
現
年
度
分
か
ら
徴
収
す
る

よ
り
も
過
年
度
分
か
ら
徴
収
し
た
方

が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
新
た
な
滞
納
者
を
増
や
さ
な

い
と
い
う
こ
と
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、

現
年
度
分
を
徴
収
し
た
上
で
過
年
度

分
も
徴
収
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ

る
。
ま
た
、
長
期
滞
納
者
に
つ
い
て

は
納
税
誓
約
書
を
徴
収
す
る
こ
と
に

よ
り
時
効
を
中
断
さ
せ
て
債
権
の
保

全
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
本
請
願
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
と

し
て
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
案

平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数

改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
2
分
の
1
の
復
元
に
係
る
意
見

書
採
択
要
請
の
請
願
書

付　　託　　案　　件 審議結果

平成27年度一般会計補正予算（第２号）案 原案可決

平成26年度一般会計歳入歳出決算認定　ほか３件 認　定

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の
１の復元に係る意見書採択要請の請願書 採　択

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い

て
、
原
案
可
決
1
件
、
認

定
4
件
、
採
択
1
件
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委員会審査状況

文
教
厚
生
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付　　託　　案　　件 審議結果

平成27年度 一般会計補正予算（第２号）案 原案可決

平成26年度 水道事業会計未処分利益剰余金の処分 原案可決

平成26年度 一般会計歳入歳出決算認定　ほか４件 認　定

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
２
件
、
認
定
５

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

産
業
建
設

質
疑　
工
場
等
設
置
奨
励
金
支
給
事

業
の
要
綱
等
は
早
急
に
も
っ
と
厳
格

な
見
直
し
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁　
様
々
な
検
討
を
行
い
定
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
出
来
次
第
報
告

し
た
い
。

質
疑　
雲
仙
ゴ
ル
フ
場
に
対
す
る
調

査
費
用
が
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
当
施
設
の
株
保
有
数

は
。

答
弁　
全
９
０
０
株
の
う
ち
１
０
０

株
を
保
有
し
て
い
る
。

質
疑　
昨
年
度
も
弁
護
士
な
ど
に
よ

る
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
以

上
、
何
を
調
査
す
る
の
か
。

答
弁　
経
営
改
善
を
要
求
し
た
が
、

具
体
的
な
根
拠
を
示
し
た
計
画
の
提

出
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き

調
査
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

質
疑　
な
ぜ
市
だ
け
が
そ
の
費
用
を

全
額
負
担
す
る
の
か
。
経
営
安
定
へ

の
思
い
に
賛
同
す
る
ほ
か
の
株
主
へ

応
分
の
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　
信
ぴ
ょ
う
性
の
あ
る
事
項
を

持
っ
て
、
総
会
に
向
け
て
ほ
か
の
株

主
に
も
相
談
を
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
あ
る
確
信
を
掴
み
た
い
か
ら

調
査
を
依
頼
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
不
明
確
な
部
分
を
引
き
続
き

調
査
し
た
上
で
示
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
昨
年
度
は
、
予
備
費
を
充
用

し
、
今
回
補
正
予
算
で
対
応
す
る
理

由
は
。

答
弁　
継
続
的
に
進
め
る
た
め
で
あ

る
。

修
正
案
提
出　
市
だ
け
が
負
担
す
る

こ
と
に
は
納
得
で
き
な
い
と
の
理
由

か
ら
、
こ
れ
に
係
る
予
算
を
減
額
す

る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。

修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論

　
歴
史
あ
る
当
施
設
の
将
来
的
な
健

全
経
営
、
市
も
株
主
で
あ
る
こ
と
か

ら
税
金
を
活
か
し
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
の
予
算
は
可
決
す
べ
き
で
あ

り
、
修
正
案
に
は
反
対
す
る
。

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

　
ほ
か
の
株
主
に
も
相
談
し
、
応
分

を
求
め
た
後
で
あ
れ
ば
理
解
で
き
る

が
、
今
回
の
状
況
に
は
納
得
が
い
か

な
い
。

　

顧
問
弁
護
士
か
ら
も
、「
こ
の
業

務
は
弁
護
士
の
仕
事
で
は
な
い
」
と

言
わ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
更
に
弁

護
士
に
依
頼
し
よ
う
と
す
る
の
か
。

以
上
に
よ
り
、修
正
案
に
賛
成
す
る
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

　
当
施
設
は
市
に
と
っ
て
大
切
な
観

光
資
源
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
単
独
で
も
調
査
を
行
う

べ
き
で
あ
る
た
め
、
原
案
に
賛
成
す

る
。

採
決　
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

　
ま
た
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
少
数

意
見
の
留
保
が
あ
り
、
少
数
意
見
報

告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

質
疑　
雲
仙
ゴ
ル
フ
場
に
対
す
る
調

査
費
用
が
予
備
費
よ
り
充
用
さ
れ
て

い
る
。

　
株
主
総
会
は
１１
月
で
あ
り
、
９
月

補
正
で
も
充
分
間
に
合
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

答
弁　
９
月
の
補
正
予
算
対
応
で
は

間
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で

あ
る
。

反
対
討
論　
予
備
費
の
充
用
は
、
緊

急
か
つ
、
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ

る
と
き
の
み
認
め
ら
れ
る
と
思
う

が
、
執
行
部
の
答
弁
か
ら
は
緊
急
性

が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　
必
要
と
い
う
判
断
の
も

と
、
市
長
裁
量
に
よ
り
予
備
費
が
充

用
で
き
る
。
問
題
な
い
も
の
と
し
て

賛
成
す
る
。

採
決　
可
否
同
数
の
た
め
、
委
員
長

採
決
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　
ま
た
、
原
案
に
反
対
す
る
少
数
見

報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

・
議
案
に
関
す
る
も
の

・�

８
月
２５
日
の
台
風
１５
号
に
よ
る
被

災
状
況

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

現
地
調
査
を
実
施
（
計
11
箇
所
）

現地調査（市道小浜仁田峠循環線）
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町
田
議
員 

　
平
成
26
年
御
嶽
山

噴
火
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
活
火
山

周
辺
の
市
民
等
の
安
全
確
保
の
た

め
市
町
村
・
福
祉
施
設
・
宿
泊
施

設
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
等
は
避
難
計

画
作
成
が
義
務
化
さ
れ
た
。
雲
仙

岳
は
平
成
3
年
の
大
災
害
以
来
、

気
象
庁
の
24
時
間
常
時
観
測
対
象

火
山
に
県
下
で
唯
一
な
っ
て
い

る
。
市
は
ど
う
す
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
国
、県
、関
係
市
、

警
察
、
消
防
、
気
象
台
や
九
州
大

学
地
震
火
山
観
測
研
究
セ
ン
タ
ー

で
構
成
す
る
雲
仙
岳
火
山
防
災
協

議
会
を
設
立
し
た
の
で
、
そ
の
中

で
避
難
ル
ー
ト
、
避
難
場
所
の
指

定
な
ど
を
詰
め
て
い
き
、
避
難
計

画
を
定
め
た
い
。

 

町
田
議
員 
　
雲
仙
岳
に
は
年
間

約
3
万
人
の
人
が
登
っ
て
い
る
。

登
山
届
や
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
、
放

送
設
備
等
を
設
置
を
含
め
、
避
難

計
画
作
成
を
要
望
す
る
。

 

町
田
議
員 

　
今
年
の
6
月
、
平

戸
市
と
平
戸
旅
館
組
合
が
災
害
発

生
時
に
被
災
者
を
宿
泊
施
設
に
受

け
入
れ
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
協

定
を
締
結
し
た
。
9
月
1
日
の
新

聞
に
は
、
長
崎
県
内
の
災
害
被
害

想
定
は
、
雲
仙
地
溝
断
層
と
雲
仙

西
部
断
層
の
連
動
地
震
が
想
定
さ

れ
、
短
期
避
難
者
は
約
16
万
人
、

長
期
避
難
者
は
約
5
万
3
千
5
百

人
と
さ
れ
て
い
る
。
雲
仙
岳
が
あ

り
、宿
泊
施
設
が
数
多
く
あ
る
が
、

市
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
大
規
模

災
害
に
よ
り
家
を
失
っ
た
市
民

が
、
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
へ
の
入

居
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
旅
館
等

の
宿
泊
施
設
を
一
時
的
に
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
被
災
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
等
を
目
的
に
協
定

締
結
が
9
月
中
に
実
現
で
き
る
よ

う
に
進
め
た
い
。

雲仙岳の防災対策は

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P11
森山　繁一…P12
浦川　康二…P12
上田　　篤…P13

平野　利和…P13
小畑　吉時…P14
大久保信一…P14
松尾　文昭…P15

小田　孝明…P15
林田　哲幸…P16

市政を問う 10名の議員が一般質問

活
火
山
法
の
改
正
と
避
難
計
画

災
害
時
の
被
災
者
受
け
入
れ
は

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

浦
川
議
員 

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
の
取
組
現
況
と
今
後
の

具
体
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
財
産
管
理
の
必
要

性
・
重
要
性
を
考
え
、
市
の
組
織

機
構
を
見
直
し
、
来
年
度
か
ら
財

産
管
理
課
を
設
置
し
、
公
共
施
設

の
適
切
な
管
理
を
行
う
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
現
況
は
、
公
立
学

校
及
び
市
営
住
宅
以
外
の
建
築
物

は
こ
れ
ま
で
計
画
的
な
維
持
管
理

を
行
っ
て
お
ら
ず
、
各
管
理
部

署
で
補
修
・
改
修
が
必
要
な
時

点
で
対
応
し
て
い
た
が
、
今
後

は
今
回
策
定
す
る
「
雲
仙
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に

基
づ
き
適
切
な
管
理
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

 

浦
川
議
員 

　
ふ
る
さ
と
納
税
の

新
た
な
制
度
と
寄
付
額
の
状
況
は
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
寄
付
金

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
や
寄
付

額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入

し
、
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
謝
礼
品

を
送
付
し
て
い
る
。
寄
付
額
は
本

年
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
時
点
で

約
3
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

 

浦
川
議
員 

　
制
度
改
善
で
寄
付

額
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
が
、
更

な
る
成
果
を
目
指
す
た
め
、
3
点

ほ
ど
改
善
点
を
提
案
す
る
。

①�

ポ
イ
ン
ト
制
導
入
を
全
国
自
治

体
と
同
様
に
す
る
。

②�

謝
礼
品
カ
タ
ロ
グ
事
業
者

J
T
B
と
委
託
内
容
の
再
検
討
。

③�

謝
礼
品
に
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
商
品

を
増
加
す
る
。

公共施設の管理状況は

 

森
山
議
員 

　
市
と
し
て
の
重
点

的
な
事
業
分
野
又
市
民
主
体
の
取

り
組
み
の
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
市
の
総
合
戦
略
は

国
の
4
つ
の
基
本
目
標
、
地
方
の

雇
用
を
創
出
、
地
方
へ
の
新
し
い

流
れ
、時
代
に
合
っ
た
地
域
作
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
戦

略
作
り
を
考
え
て
い
る
。

 

森
山
議
員 

　
家
屋
消
毒
に
つ
い

て
27
年
度
中
止
。
今
後
の
対
応
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
来
年
度

の
事
業
は
実
施
を
希
望
す
る
自
治

会
は
薬
品
を
直
接
購
入
す
る
。
購

入
に
要
し
た
費
用
は
市
で
全
額
を

助
成
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

 

森
山
議
員 

　
認
知
症
は
増
加
傾

向
の
現
状
で
あ
る
が
認
知
症
患
者

の
対
策
の
考
え
は
。

 

岸
川
市
民
福
祉
部
長 　
高
齢
者

の
方
が
携
帯
に
G
P
S
機
能
付
装

置
の
初
期
導
入
費
用
や
本
人
家
族

の
家
庭
訪
問
及
び
会
議
等
の
支
援

を
し
て
い
る
。

 
森
山
議
員 

　
I
T
を
利
用
し
た

見
守
り
シ
ス
テ
ム
、
徘
徊
す
る
可

能
性
が
あ
る
人
を
対
象
に
靴
に
張

る
番
号
付
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
す

る
考
え
は
な
い
か
。
 

岸
川
部
長 　
I
T
を
活
用
し
た

メ
ー
ル
配
信
、
シ
ー
ル
な
ど
の
方

法
に
つ
い
て
、
市
に
合
っ
た
対
策

と
な
る
よ
う
協
議
し
た
い
。

 

森
山
議
員 

　
市
歌
作
成
の
検
討

状
況
は
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
必
要
性

等
を
整
理
し
、
検
討
し
た
い
。

雲仙市の地方創生は

公
共
施
設
管
理
の
具
体
策
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
み
は

地
方
創
生
の
取
り
組
み
は

煙
霧
消
毒
の
対
応
は

認
知
症
患
者
の
対
策
は

雲
仙
市
の
市
歌
作
成
は

森
もりやま

山　繁
しげいち

一議員

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

謝礼品カタログ
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一般質問

 

平
野
議
員 

　
地
球
温
暖
化
問
題

等
全
国
的
な
諸
問
題
を
解
決
し
、

地
方
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
る
が
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

 

金
澤
市
長 　
環
境
省
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
「
低
炭
素・循
環・

自
然
共
生
」
地
域
創
生
実
現
プ
ラ

ン
策
定
事
業
と
し
て
雲
仙
市
が
中

心
と
な
り
提
出
し
た
企
画
が
採
択

さ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
地

域
に
し
か
な
い
資
源
を
活
用
す
る

本
事
業
は
、
企
業
誘
致
、
雇
用
の

確
保
が
可
能
な
事
業
で
あ
り
、
さ

ら
に
地
熱
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
、
潮
力
・
風
力
発
電
な
ど
多
種

多
様
な
発
電
所
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

と
な
り
、
修
学
旅
行
等
を
中
心
と

し
た
集
客
が
図
ら
れ
、
観
光
振
興

の
一
翼
を
担
う
事
業
と
考
え
進
め

て
い
る
。

 

平
野
議
員 

　
老
人
会
と
か
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
様
々
な
団
体
が

あ
る
が
、ど
の
様
な
見
守
り
を
し
、

ど
の
様
な
団
体
が
あ
る
の
か
。

 

岸
川
市
民
福
祉
部
長 　
自
治
会

単
位
で
の
支
援
グ
ル
ー
プ
や
、
市

が
高
齢
者
等
見
守
り
活
動
に
協
定

を
結
ん
だ
事
業
者
、
見
守
り
活
動

を
行
う
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
主

に
、
声
か
け
、
困
り
事
支
援
、
友

愛
訪
問
な
ど
の
見
守
り
活
動
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。

地域創生実現プランは

福祉医療を更に拡充を

 

上
田
議
員 

　
26
年
度
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
に
対
し
、

償
還
払
い
に
よ
る
医
療
費
助
成
制

度
が
施
行
さ
れ
た
。
実
績
、
評
価

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

岸
川
市
民
福
祉
部
長 　
対
象
と

な
る
小
中
学
生
3
千
3
3
0
人
の

う
ち
2
千
7
5
7
人
、
82
・
8
％

か
ら
資
格
申
請
が
あ
り
、
実
績
は

1
千
2
6
9
万
円
、
1
人
当
り
6

千
2
2
8
円
で
あ
っ
た
。
延
べ
2

千
38
人
に
助
成
を
行
っ
た
。

 

上
田
議
員 

　
こ
の
事
業
は
当
分

の
間
継
続
は
可
能
か
。

 

岸
川
部
長 　
市
民
か
ら
「
他
の

市
に
な
い
良
い
制
度
」
と
の
意
見

も
あ
り
、
例
年
ベ
ー
ス
で
約
2
千

万
円
か
か
る
が
継
続
し
て
い
き
た

い
。

 

上
田
議
員 

　
全
国
で
は
高
校
卒

業
ま
で
拡
大
す
る
動
き
も
あ
る

が
、
い
く
ら
か
か
る
か
。

 

岸
川
部
長 　
約
8
5
0
万
円
。

 

上
田
議
員 

　
地
方
創
生
で
も
人

口
問
題
は
大
き
な
目
標
だ
。
ぜ
ひ

高
校
卒
業
ま
で
の
拡
充
も
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

 
金
澤
市
長 　

1
度
始
め
る
と

ず
っ
と
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

持
続
可
能
な
制
度
に
な
る
か
、
よ

く
見
極
め
な
い
と
判
断
で
き
な
い
。

 

上
田
議
員 
　
中
学
校
卒
業
ま
で

及
び
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
医
療

は
現
物
給
付
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

 

岸
川
部
長 　
大
き
く
4
つ
の
問

題
が
あ
る
。
①
国
、
県
の
補
助
金

な
ど
が
減
額
さ
れ
る
（
市
負
担
の

増
）
②
窓
口
の
煩
雑
化
な
ど
医
師

会
と
の
協
議
が
必
要
③
計
算
シ
ス

テ
ム
の
改
修
が
必
要
で
費
用
が
か

か
る
④
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付

の
取
り
扱
い
が
複
雑
化
す
る
。

他
の
市
に
な
い
、
良
い
制
度

環
境
省
か
ら
選
定
を
受
け

現
時
点
で
の
状
況
は

高
齢
者
の
見
守
り
は

上
うえだ

田　　篤
あつし

議員

平
ひら の

野　利
としかず

和議員

小浜温泉バイナリー発電所
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金澤市政のここが聞きたい

 

大
久
保
議
員 

　
こ
の
交
付
金
事

業
は
、
平
成
19
年
度
に
始
ま
り
、

平
成
26
年
度
の
国
の
農
政
改
革
の

一
つ
と
し
て
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。

平
成
26
年
度
の
取
り
組
み
状
況
は
。

 

金
澤
市
長 　

共
同
で
行
う
農

地
、
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
、

補
修
及
び
更
新
等
の
活
動
を
支
援

し
、
農
家
負
担
の
軽
減
等
を
目
的

に
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成
26
年

度
現
在
、
22
組
織
の
取
り
組
み
で

農
振
農
用
地
面
積
の
約
26
％
で
あ

る
。
今
後
制
度
の
周
知
徹
底
も
含

め
有
効
活
用
が
さ
れ
る
よ
う
推
進

し
て
い
く
。

 
大
久
保
議
員 

　
制
度
の
広
域
活

動
組
織
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
他
市
の
事
例
で
は
、

市
、
振
興
局
、
県
農
地
保
全
推
進

協
議
会
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で

組
織
と
一
緒
に
な
っ
て
広
域
化
に

向
け
推
進
さ
れ
た
と
聞
く
。
市
と

し
て
も
県
や
農
地
保
全
協
議
会
の

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
研
究
す
る
。

 

大
久
保
議
員 

　
平
成
26
年
度
の

取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
の
考
え
は
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
取
り
組

み
地
域
は
15
地
域
で
面
積
2‌

6 

8
ha
で
7
3
3
2
万
円
の
交
付
金

額
で
あ
る
。今
後
の
取
り
組
み
は
、

事
業
の
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
周
知
し
推
進
し
て
い
く
。

農政改革への取組みは

 

小
畑
議
員 

　
市
役
所
位
置
の
決

定
後
本
庁
舎
周
辺
は
、
農
振
地
域

の
除
外
に
よ
り
各
種
店
舗
な
ど
が

建
設
さ
れ
再
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
吾
妻
庁
舎
が
こ
れ
か
ら
の
雲

仙
市
の
顔
に
な
る
の
で
、
こ
の
周

辺
を
も
っ
と
広
く
除
外
で
き
な
い

か
。

 

金
澤
市
長 　
本
庁
舎
周
辺
の
農

地
は
県
営
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
優
良
農
地
で
農
振
農
用
地
に
位

置
づ
け
て
い
る
が
、
周
辺
用
地
に

対
す
る
市
民
の
考
え
も
圃
場
整
備

事
業
の
時
か
ら
は
変
化
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
将
来
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
関
係
者
と
の
調

整
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
農
振
地

域
整
備
計
画
の
見
直
し
時
期
ま
で

に
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
計
画
見

直
し
時
期
の
5
年
間
に
経
済
情
勢

等
が
変
わ
る
た
め
、
地
域
の
声
や

経
済
状
況
な
ど
の
調
査
を
行
い
、

全
体
計
画
見
直
し
の
中
で
農
振
農

用
地
除
外
の
検
討
を
行
い
た
い
。

 

小
畑
議
員 

　
市
役
所
本
庁
舎
前

の
国
道
交
差
点
は
、
信
号
機
を
通

過
す
る
と
ま
た
す
ぐ
に
交
差
点
が

続
く
変
則
的
な
箇
所
で
あ
る
た

め
、
一
体
化
の
改
良
は
で
き
な
い

か
。

 

金
澤
市
長 　
庁
舎
周
辺
地
域
の

開
発
を
考
え
る
上
で
改
良
の
必
要

が
あ
り
、
地
元
自
治
会
長
会
か
ら

の
改
善
要
望
も
あ
る
の
で
検
討
を

行
い
、
早
期
の
改
良
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
ま
ず
は
庁
舎
前
を
通

る
市
道
の
拡
幅
改
良
と
国
道
と
の

交
差
点
改
良
を
進
め
て
い
る
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
今
回
は

片
側
で
あ
る
が
市
役
所
か
ら
出
た

と
こ
ろ
の
交
差
点
の
改
良
と
市
道

の
拡
幅
を
計
画
し
て
い
る
。

庁舎周辺の環境整備は

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の

取
り
組
み
は

農
振
地
域
の
除
外
は

庁
舎
周
辺
の
道
路
整
備
は

農
地
中
間
管
理
機
構
は

小
おばた

畑　吉
よしとき

時議員

大
お お く ぼ

久保信
しんいち

一議員

多面的機能支払交付金事業
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一般質問

 

小
田
議
員 

　
5
月
26
日
の
火
災

状
況
は
。

 

金
澤
市
長 　
午
前
10
時
18
分
頃

吾
妻
町
大
木
場
名
に
て
火
災
発

生
。
全
焼
2
棟
、
半
焼
2
棟
、
部

分
焼
1
棟
、
ぼ
や
6
棟
、
合
計
11

棟
。
負
傷
者
1
名
で
あ
っ
た
。

　
住
宅
密
集
地
で
隣
接
家
屋
の
間

が
一
人
通
れ
る
程
で
側
面
か
ら
の

消
火
が
で
き
ず
延
焼
の
原
因
と
考

え
ら
れ
る
。

 

小
田
議
員 

　
合
併
後
、
最
も
大

き
い
家
屋
火
災
と
い
え
る
。
防
火

用
水
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
。

 
広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
半
径
1

0
0
m
以
内
に
は
防
火
水
槽
1
、

消
火
栓
3
、
河
川
が
あ
り
、
水
は

足
り
て
い
た
。
午
前
10
時
17
分
火

災
通
報
、
29
分
に
消
防
署
と
ひ
と

つ
の
分
団
が
同
時
に
到
着
。
11
時

45
分
頃
延
焼
の
お
そ
れ
が
な
く
な

り
、
12
時
46
分
鎮
火
し
た
。

 

小
田
議
員 

　
家
屋
密
集
地
は
各

地
に
あ
る
。
こ
の
機
会
に
、
延
焼

を
如
何
に
少
な
く
す
る
か
検
証
し

今
後
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
る
が
。

 

金
澤
市
長 　
常
に
準
備
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
改
め
て
周
知
徹

底
す
る
。

 

小
田
議
員 

　
通
院
等
必
要
性
は

高
い
。
2
5
0
人
程
の
人
が
60
枚

を
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 

金
澤
市
長 　
こ
の
制
度
を
拡
充

す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
改
め

て
提
案
す
る
。

他
の
質
問

・
家
屋
等
の
消
毒
中
止

延焼をいかに止めるか

 

松
尾
議
員 

　
公
民
館
は
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
多
く
の
方
が
利
用

さ
れ
、
使
用
料
は
、
平
成
24
年
10

月
1
日
か
ら
、
す
べ
て
の
公
民
館

が
一
律
に
な
る
よ
う
改
正
が
な
さ

れ
て
い
る
。
経
済
的
な
収
益
も
な

い
高
齢
者
も
一
律
使
用
料
で
は
、

公
平
と
言
え
な
い
が
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
。

 

山
野
教
育
長 　
公
民
館
等
の
公

共
施
設
は
、
一
定
の
線
を
設
け
る

こ
と
が
大
事
で
、
決
ま
り
を
遵
守

す
る
こ
と
が
逆
に
快
適
な
利
用
に

つ
な
が
る
。

　
利
用
す
る
人
、
し
な
い
人
で
の

不
公
平
が
な
い
よ
う
統
一
し
た
使

用
料
を
定
め
て
利
用
し
て
頂
い
て

い
る
。

 

山
本
教
育
次
長 　
高
齢
者
が
利

用
さ
れ
る
場
合
は
、
雲
仙
市
公
共

施
設
使
用
料
減
免
規
則
に
、
公
益

性
、
公
共
性
を
減
免
の
判
断
基
準

と
し
て
お
り
、
個
人
的
な
活
動
、

趣
味
で
あ
っ
た
り
生
活
活
動
等

は
、減
免
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

 

松
尾
議
員 

　
高
齢
者
の
減
免
で
、

文
化
協
会
主
催
の
行
事
に
参
加
す

る
た
め
に
、
使
用
す
る
回
数
が
10

回
ま
で
を
減
免
す
る
と
あ
る
が
、

継
続
す
る
の
か
。

 
山
野
教
育
長 　
27
年
度
ま
で
は
、

減
免
す
る
約
束
だ
っ
た
。
そ
の
後

に
つ
い
て
は
白
紙
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
28
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
協
議
し
て
方
向
性
を
示
し
た
い
。

 

松
尾
議
員 

　
教
育
委
員
会
が
目

指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

ど
の
よ
う
な
施
設
を
考
え
て
い
る

の
か
。

 

山
本
教
育
次
長 　
市
民
が
多
様

な
学
習
機
会
や
集
会
の
場
と
し

て
、
ま
た
地
域
社
会
の
形
成
や
文

化
の
振
興
、
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
各
種
講
座
等
を
開
催
す
る
ほ
か

身
近
な
生
活
学
習
の
場
を
考
え
て

い
る
。

公民館使用料の減免は
公
民
館
利
用
及
び
使
用
料
は

吾
妻
駅
付
近
の
家
屋
火
災

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
増
枚
を

松
まつお

尾　文
ふみあき

昭議員

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

消火活動の様子
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金澤市政のここが聞きたい

 

林
田
議
員 

　
タ
ク
シ
ー
利
用
券

の
枚
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
交
通
弱
者
の
方
の

移
動
手
段
の
確
保
に
対
す
る
支
援

策
の
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て
お

り
、
現
在
、
高
齢
者
の
交
通
対
策

の
方
向
性
を
研
究
し
て
い
る
。
今

後
は
、そ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、

助
成
事
業
の
充
実
に
向
け
て
前
向

き
に
検
討
し
、
持
続
可
能
な
制
度

と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

 

林
田
議
員 

　
例
え
ば
、
透
析
の

患
者
は
、
設
備
の
整
っ
た
病
院
へ

の
通
院
が
週
に
3
回
必
要
で
、
そ

の
負
担
は
大
き
い
。
障
が
い
者
へ

の
交
通
費
助
成
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
券
以
外
に
他
の
助
成
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

 

岸
川
市
民
福
祉
部
長 　

そ
う

い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
現
在
研
究

し
て
い
る
。
な
お
、
市
が
行
っ
て

い
る
通
院
費
の
助
成
と
い
う
の

は
、福
祉
タ
ク
シ
ー
の
み
で
あ
る
。

 

林
田
議
員 

　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

事
業
に
よ
っ
て
十
分
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ず
、
地
域

の
交
通
や
移
動
制
約
者
の
輸
送
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い

て
は
、
公
共
の
福
祉
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
の
登
録
制
度
が
あ
る
が
、
雲
仙

市
で
も
取
り
組
め
な
い
か
。

 
岸
川
部
長 　

制
度
と
し
て
は

知
っ
て
い
る
が
、
詳
し
い
内
容
と

か
、
全
国
や
近
隣
の
状
況
ま
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。

他
の
質
問

・
空
家
対
策

交通弱者への支援策を
交
通
対
策
は

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員

少数意見の留保
　委員会における表決の結果、多数を得られず廃棄された意見で、本会議における審議の際、
委員長が行う委員会の結果報告に合わせて自ら少数意見としてそれを報告する権利を保持して
おくこと。
　委員会は、議決事件についての予備的又は下審
査機関であり、そこでの結論は仮の結論で、最終
的なものではなく、本会議における判断資料とな
るにとどまり、本会議での審査は必ずしも委員会
での結論に拘束されるものではない。したがって、
委員会で廃棄された少数意見も、本会議では多く
の同調者を得られる可能性があり、少数意見の報
告はそれなりに意義を有する。

議 会 用 語 解 説
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行政調査を行いました
7月6日（月）～ 8日（水）
産業建設常任委員会

　東京都府中市のインフラマネジメント
並びに千葉県南房総市の観光振興につい
て行政調査を行いました。
　また、上京に併せ、「雲仙市愛野町から
小浜町までの幹線道路の整備」について
国等に対し、要望活動を行いました。

7月21日（火）～ 23日（木）
文教厚生常任委員会

　三重県亀山市の子ども総合支援セン
ター事業、伊勢市の伊勢フットボールビ
レッジ、愛知県高浜市の宅老所等につい
て行政調査を行いました。
　児童福祉や高齢者福祉、スポーツ面で
の先進的取組みが参考になりました。

7月13日（月）～ 15日（水）
総務常任委員会

　北海道滝川市の公共施設マネジメント、千
歳市の市民協働事業、芦別市の特定滞納者特
別措置条例について行政調査を行いました。
　本市でも公共施設マネジメントの策定を
平成28年度で計画しており、公共施設の現
状と課題の整理が急務となっています。

8月4日（火）～ 5日（水）
議会広報編集特別委員会

　福岡県宗像市及び熊本県合志市におけ
る「議会だより」発行について行政調査
を行いました。
　宗像市では、タブロイド版（新聞紙形式）
での取組み、合志市ではカラーページの
削減による経費節減が行われていました。
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

議会のうごき
7月25日（土）
石破地方創生担当大臣 来市・講演会

　石破地方創生担当大臣が雲仙市を訪問さ
れ、小浜温泉バイナリー発電所、雲仙プラ
ン100、八斗木白ねぎを視察。大久保議長
も同行しました。
　また、午後からは吾妻町ふるさと会館で
地方創生についての講演もありました。

8月21日（金）
第4回島原半島市議会議員合同研修会

　今年で4回目となる島原半島市議会議員
合同研修会がホテルシーサイド島原で開催
され、島原市・南島原市・雲仙市の50名余
りの市議会議員が参加し、雲仙市からは大
久保議長以下17名の議員が出席しました。
　有意義な研修となりました。

8月3日（月）
県の施策に関する要望

　平成27年度の長崎県の施策に関する要
望を、市長並びに市議会の合同で中村知
事に対して行いました。
　雲仙市は交通基盤の整備が弱く、早期
の道路改良と高規格道路の早期完成等11
項目を要望しました。

9月12日（土）
平成27年度雲仙市金婚祝賀式

　平成27年度雲仙市金婚祝賀式がふるさ
と会館で開催され、大久保議長以下15名
の議員が出席しました。
　昭和40年にご結婚された62組のうち、
43組のご夫婦が参加されており、50年の
結婚生活をお祝いいたしました。
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、議会だよりに返
信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、52円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。
　ただし、匿名の場合は、掲載いたし
ません。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

市 民
の 声

　はじめておたよりします。議会についての意

見ではないのですが、グリーンロードの除草を

されていますが暑い中たいへんだと思い又、と

ても急な高い所など心配です。そこで一案です

が、車で2、3名で除草剤をまいたらいいので

はないかと思います。竹などからす薬もありま

すし、その薬は草も少しからすことが出来ます。

労力も少なくてすむし、安全だと思うのですが、

動力噴霧機の圧力を上げなければいいのではな

いかと思います。安価で済みます。
� （国見町　酒井敏代さん）

　千年の湯の利用は高齢者が多いと思い

ます。
　公共バス（島鉄）が千年の湯前の停留

所を作ってくれたら利用者が増えると思

う。問題は交通手段です。
� （吾妻町　植木伸子さん）

　自動車税減免を療育手帳（B1、B2）
所持者まで拡充してほしい。
　また、福祉タクシー券の助成を3割か
ら半額へしてほしい。
� （国見町　矢倉秀一さん）

※�これらの要望等については、関係部局に連絡
いたしました。

（内容は一部抜粋を掲載しています。）
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この印刷物は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。
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議会を傍聴してみませんか？

　市役所本庁舎周辺に銀行や大型
スーパーの店舗が建ち上がり、もう
すぐ開店です。田園の中にすっくと
建っていた庁舎の姿が、なつかしく
思い出されます。世の中変化が無い
ようでいて、やはり変わっていくの
ですね。
　現議会だより編集委員会の仕事も
最後です。次号より新メンバーが担
当します。2年間お世話になりました。
� （上田　　篤）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　浦川康二
副委員長　佐藤義隆
委　　員　上田　篤、林田哲幸
　　　　　中村好治、渡辺勝美

平成27年第4回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
12月3日（木）～ 12月22日（火）です

■一般質問　　　12月  7日（月）～ 10日（木）
■議案質疑　　　12月14日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　12月15日（火）
　　産業建設常任委員会　　12月16日（水）
　　総務常任委員会　　　　12月17日（木）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。
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